
は
じ
め
に

当
科
の
簡
単
な
歴
史
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
皮
膚
泌
尿

器
科
か
ら
完
全
に
独
立
し
た

後
、
一
九
五
二
年
に
故
・
辻

一
郎
先
生
が
教
授
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
一
九
八
二
年
に

は
小
柳
知
彦
先
生
が
、
二
〇

〇
三
年
に
は
野
々
村
克
也
先

生
が
教
授
就
任
さ
れ
、
泌
尿

器
外
科
と
し
て
一
層
の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
、
臨

床
重
視
の
視
点
、
患
者
本
位

の
医
療
、
国
際
化
と
世
界
に

通
用
す
る
独
創
的
研
究
の
推

進
を
大
き
な
柱
と
し
て
、
今

日
ま
で
歩
ん
で
き
て
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
十
月
に
篠
原
信

雄
先
生
が
第
四
代
教
授
に
就

任
、
二
年
が
経
過
し
て
い
ま

す
。
そ
の
情
熱
を
持
っ
た
人

柄
か
ら
生
ま
れ
る
診
療
、
研

究
、
教
育
の
方
針
は
変
わ
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

当
科
の
臨
床
及
び
研
究

は
、
小
児
泌
尿
器
科
を
専
門

と
す
る
小
児
班
、
下
部
尿
路

機
能
障
害
を
専
門
と
す
る
神

経
因
性
膀
胱
班
、
泌
尿
器
科

領
域
の
腫
瘍
を
担
当
す
る
腫

瘍
班
、
腎
移
植
と
血
液
浄
化

療
法
を
担
当
す
る
腎
移
植
血

管
外
科
班
の
四
つ
の
グ
ル
ー

プ
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
小
児
班
：
停
留
精
巣
、
尿

路
感
染
症
な
ど
の
頻
度
の
高

い
疾
患
か
ら
非
常
に
希
な
先

天
奇
形
ま
で
多
数
の
手
術
や

治
療
を
手
懸
け
て
い
ま
す
。

中
で
も
特
筆
さ
れ
る
の
が
、

教
室
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ

る
尿
道
下
裂
に
対
す
る
尿
道

形
成
術
で
あ
り
、
国
内
で
も

ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
手
術
成
績

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
低
侵
襲

手
術
を
目
指
し
た
腹
腔
鏡
手

術
も
多
数
手
が
け
て
お
り
ま

す
。
ま
た
環
境
省
の
環
境
科

学
総
合
推
進
費
を
獲
得
し
、

エ
コ
チ
ル
追
加
調
査
と
し
て

北
海
道
大
学
環
境
科
学
セ
ン

タ
ー
と
共
同
研
究
を
継
続
し

て
お
り
ま
す
。

●
神
経
因
性
膀
胱
（
排
尿
生

理
）
班
：
下
部
尿
路
機
能
障

害
に
関
す
る
幅
広
い
対
象
疾

患
に
対
し
て
、
日
常
で
のQ

O

L

改
善
は
も
と
よ
り
、
精
神

的
な
サ
ポ
ー
ト
に
い
た
る
ま

で
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

二
分
脊
椎
患
者
さ
ん
の
排
尿

管
理
は
道
内
髄
一
の
患
者
数

を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
お
り
、
腎

機
能
保
護
は
も
と
よ
り
、
結

婚/

出
産
に
い
た
る
ま
で
全

て
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
保
険
適
応
と
な
っ

た
人
工
尿
道
括
約
筋
の
手
術

も
紹
介
患
者
が
増
え
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
、
女
性
の
患

者
さ
ん
の
尿
失
禁
、
骨
盤
臓

器
脱
な
ど
に
対
し
て
も
、
薬

剤
、
手
術
治
療
を
積
極
的
に

行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
腫
瘍
班
：
臨
床
的
に
は
、

泌
尿
器
腫
瘍
に
対
す
る
手
術

の
多
く
を
腹
腔
鏡
手
術
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
と
く

に
、
腎
癌
に
対
す
る
腎
部
分

切
除
術
は
困
難
例
も
含
め
、

ほ
ぼ
全
例
腹
腔
鏡
手
術
で
実

施
し
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
は
前
立
腺
全
摘
除

術
お
よ
び
腎
部
分
切
除
術
と

も
に
順
調
に
症
例
数
を
蓄
積

し
て
い
ま
す
。
腎
癌
・
前
立

腺
癌
を
中
心
に
多
く
の
新
薬

の
開
発
治
験
に
携
わ
る
と
と

も
に
、
そ
れ
ら
を
用
い
た
実

臨
床
の
治
療
成
績
も
国
内
外

の
学
会
で
報
告
し
て
い
ま
す
。

基
礎
研
究
と
し
て
は
、
膀
胱

癌
の
転
移
・
浸
潤
や
腫
瘍
血

管
内
皮
細
胞
に
関
す
る
研
究

な
ど
を
実
施
し
、
そ
の
成
果

の
多
く
は
英
文
業
績
と
し
て

報
告
し
て
い
ま
す
。

●
腎
移
植
血
管
外
科
班
：
当

院
に
お
け
る
腎
移
植
、
腎
不

全
治
療
部
門
を
担
当
し
、
年

間
二
十
件
前
後
の
腎
移
植
手

術
以
外
に
、
血
液
浄
化
・
透

析
の
院
内
対
応
を
内
科
腎
グ

ル
ー
プ
と
共
同
で
行
っ
て
い

ま
す
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者

に
至
る
ま
で
の
腎
不
全
患
者

に
対
す
る
腎
代
替
療
法
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
研
究
面
で

は
虚
血
再
灌
流
障
害
、
糖
尿

病
性
腎
症
、
血
液
キ
メ
リ
ズ

ム
に
よ
る
移
植
免
疫
寛
容
、

慢
性
拒
絶
反
応
早
期
発
見
の

た
め
の
免
疫
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

や
バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
開
発

な
ど
幅
広
い
研
究
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。

教
育
面
で
は
外
科
教
育

に
力
を
注
ぎ
、
数
々
の
ハ
ン

ズ
オ
ン
講
習
会
を
実
施
、
若

手
医
師
や
研
修
医
、
学
生
に

対
し
て
手
術
技
術
指
導
を
行
っ

て
い
ま
す
。
現
在
は
年
三
回

程
度
で
す
が
、
こ
れ
を
さ
ら

に
発
展
・
充
実
さ
せ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
試
み
を
通
し
、
泌
尿
器
科

の
魅
力
を
若
手
医
師
、
学
生

に
発
信
す
る
こ
と
で
泌
尿
器

科
希
望
者
の
増
員
に
つ
な
げ

地
域
医
療
の
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
泌
尿
器
科
医
療

の
発
展
に
寄
与
で
き
る
人
材

を
北
海
道
の
地
よ
り
世
界
へ

多
数
輩
出
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

No.2 December,2016 JUA Newsletter for Next Uro-Generation IJU Newsletter

JUA Newsletter for
Next Uro-Generation

医学生・初期研修医のための泌尿器科News letter

北
海
道
・
東
北
地
域

北海道大学大学院医学研究外科学講座

腎泌尿器外科学分野

ハンズオン風景



は
じ
め
に

北
見
赤
十
字
病
院
は
北
海

道
北
東
部
オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域

の
中
心
都
市
北
見
市
に
あ
る

ベ
ッ
ド
数
五
三
二
床
、
二
十

四
診
療
科
を
有
す
る
総
合
病

院
で
す
。
昭
和
一
〇
年
十
一

月
に
日
本
赤
十
字
社
北
海
道

支
部
野
付
牛
療
院
と
し
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
（
六
二
床
）
。

以
後
北
見
赤
十
字
病
院
へ
の

改
称
、
増
床
、
新
規
の
診
療

科
の
開
設
を
繰
り
返
し
、
昭

和
五
十
一
年
一
月
に
泌
尿
器

科
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
開

設
当
初
は
札
幌
医
大
よ
り
医

師
の
派
遣
を
受
け
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
六
年
一
〇
月

に
派
遣
元
が
旭
川
医
大
腎
泌

尿
器
外
科
に
変
更
と
な
り
、

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
平

成
二
七
年
十
二
月
に
築
二
十

五-

四
〇
年
を
経
て
老
朽
化

し
た
四
棟
の
移
転
新
築
・
改

修
工
事
が
竣
工
し
、
新
病
院

に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
と
二
八
〇
㎞
の
海
岸

線
で
接
し
て
お
り
、
総
面
積

は
一
〇
六
九
一
㎢
と
全
道
面

積
の
十
二
・
八
％
を
占
め
、

岐
阜
県
を
上
回
る
広
さ
に
三

十
一
万
人
が
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
冬
期
間
の
寒
さ
は
厳
し

い
も
の
の
、
年
間
平
均
降
水

量
は
八
〇
〇
ミ
リ
前
後
と
少

な
く
、
日
照
時
間
に
も
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
一
月
下
旬
か

ら
三
月
に
か
け
て
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
特
有
の
流
氷
に
よ
り

海
面
が
覆
わ
れ
る
と
い
う
他

の
地
域
に
は
見
ら
れ
な
い
特

色
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
原
始

的
な
自
然
が
そ
の
ま
ま
残
さ

れ
て
い
る
知
床
と
阿
寒
の
二

つ
の
国
立
公
園
、
網
走
国
定

公
園
な
ど
、
豊
か
な
自
然
景

観
に
恵
ま
れ
て
い
る
地
域
で

す
。
広
大
な
医
療
圏
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
泌
尿
器
科

に
関
す
る
入
院
診
療
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
泌
尿
器
科
医

療
機
関
は
少
な
く
、
外
来
の

み
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
を

含
め
て
も
一
〇
か
所
程
度
と

泌
尿
器
科
医
師
不
足
が
深
刻

な
地
域
で
す
。
北
見
赤
十
字

病
院
泌
尿
器
科
は
医
師
三
名

体
制
で
の
診
療
が
長
く
続
き

ま
し
た
が
、
平
成
一
六
年
か

ら
必
修
化
さ
れ
た
新
臨
床
研

修
制
度
の
あ
お
り
を
受
け
、

一
時
医
師
二
名
体
制
で
の
診

療
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
二

十
八
年
よ
り
再
び
医
師
三
名

体
制
で
の
診
療
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
札
幌
や
旭
川
へ
の

距
離
が
遠
い
た
め
、
地
域
が

ん
診
療
拠
点
病
院
、
地
域
医

療
支
援
病
院
を
背
景
と
し
た

当
院
の
豊
富
な
医
療
ス
タ
ッ

フ
と
充
実
し
た
シ
ス
テ
ム
を

生
か
し
、
極
力
自
己
完
結
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
年
間

の
手
術
件
数
は
多
少
の
増
減

は
あ
る
も
の
の
、
四
〇
〇
件

強
で
推
移
し
て
お
り
、
小
児
、

腹
腔
鏡
、
開
腹
手
術
と
幅
広

く
取
り
扱
っ
て
お
り
ま
す
。

ダ
ビ
ン
チ
は
未
整
備
で
あ
る

た
め
、
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は
行

え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
地
域

に
初
の
ダ
ビ
ン
チ
導
入
に
向

け
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に

オ
ホ
ー
ツ
ク
地
域
は
広
大

な
自
然
と
毛
ガ
ニ
、
ホ
タ
テ

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
海
産
物
、

全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る

玉
ね
ぎ
を
含
む
農
産
物
な
ど

豊
富
な
食
材
が
揃
っ
て
い
る

魅
力
あ
る
地
域
で
す
。
意
欲

の
あ
る
医
学
生
、
研
修
医
の

み
な
さ
ま
と
充
実
し
た
研
修
、

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。
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は
じ
め
に

札
幌
医
科
大
学
泌
尿
器
科

学
講
座
に
は
現
在
四
十
四
名

の
教
室
員
が
在
籍
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
二
十
一
名
が

札
幌
医
科
大
に
所
属
し
て
い

ま
す
が
（
大
学
院
生
四
人
）
、

残
り
の
二
十
三
名
は
道
内
十

七
の
関
連
施
設
で
勤
務
し
て

い
ま
す
。
ま
た
常
勤
の
い
な

い
施
設
も
多
数
あ
り
、
外
来

診
療
を
行
う
た
め
に
札
幌
医

科
大
学
よ
り
定
期
的
に
教
室

員
が
出
張
し
て
い
ま
す
。
北

海
道
は
広
大
な
土
地
で
あ
り
、

北
は
旭
川
市
、
東
は
根
室
市
、

南
は
函
館
市
ま
で
泌
尿
器
科

診
療
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て

に
は
こ
た
え
ら
れ
て
い
な
い

状
況
で
す
。
そ
の
た
め
常
勤

医
が
い
る
関
連
施
設
と
、
常

勤
医
の
い
な
い
関
連
施
設
の

間
で
緊
密
に
連
携
を
取
り
合

い
な
が
ら
、
診
療
を
お
こ
な
っ

て
い
す
。

道
南
地
区
に
あ
る
函
館

五
稜
郭
病
院
泌
尿
器
科
に

は
五
人
の
常
勤
医
が
い
ま
す
。

同
院
で
はd

a
V
in
c
i
S
i

シ
ス
テ
ム
を
用
い
た
ロ
ボ
ッ

ト
支
援
手
術
を
は
じ
め
、
腹

腔
鏡
手
術
を
多
数
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
泌
尿
器
科
悪
性

腫
瘍
手
術
だ
け
で
は
な
く
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ト
レ
ー
ザ
ー
を

用
い
た
前
立
腺
肥
大
症
の
手

術
、
尿
路
結
石
に
対
す
る
レ
ー

ザ
ー
治
療
な
ど
良
性
疾
患
に

対
す
る
手
術
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

様
々
な
泌
尿
器
疾
患
に
対
応

で
き
る
こ
と
か
ら
、

函
館
市
の
み
な
ら
ず
道
南

全
域
か
ら
患
者
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
手
術
件
数
は
全

体
で
年
間
約
千
例
と
な
っ
て

い
ま
す
。
同
院
で
の
治
療
後

は
、
八
雲
町
立
病
院
な
ど
常

勤
の
い
な
い
当
講
座
の
関
連

施
設
で
患
者
の
経
過
観
察
を

行
い
、
な
る
べ
く
患
者
の
通

院
の
負
担
を
減
ら
す
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
函
館
五
稜
郭

病
院
に
は
当
講
座
か
ら
後
期

研
修
医
、
泌
尿
器
科
専
門
医
、

泌
尿
器
科
指
導
医
が
出
張
し

て
い
ま
す
。
当
講
座OB

の
泌

尿
器
科
医
二
人
が
、
豊
富
な

症
例
の
中
か
ら
各
教
室
員
の

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
た
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
教
室

員
は
大
学
病
院
で
は
経
験

で
き
な
い
よ
う
な
症
例

も
、
指
導
医
の
下
で
執
刀

医
と
し
て
診
療
を
行
い
、
泌

尿
器
科
医
と
し
て
知
識
と
技

術
を
身
に
着
け
る
べ
く
研
鑽

を
つ
ん
で
い
ま
す
。

道
北
の
空
知
地
方
の
砂

川
市
立
病
院
泌
尿
器
科
で

は
四
人
の
泌
尿
器
科
医
が
勤

務
し
て
い
ま
す
。
同
院
も
函

館
五
稜
郭
病
院
と
同
様
に
、

空
知
地
区
全
域
か
ら
多
数
の

患
者
が
紹
介
さ
れ
、
腹
腔
鏡

手
術
を
始
め
と
し
た
多
数
の

手
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同

院
で
は
慢
性
腎
不
全
に
対
す

る
治
療
も
行
っ
て
お
り
、
血

液
透
析
の
み
な
ら
ず
腹
膜
透

析
や
腎
臓
移
植
を
行
っ
て
い

ま
す
。
後
期
研
修
医
は
指
導

医
の
指
導
の
も
と
で
、
末
期

腎
不
全
の
管
理
、
腎
移
植
患

者
に
対
す
る
腎
生
検
な
ど
移

植
前
後
の
治
療
を
行
い
慢
性

腎
不
全
全
般
の
診
療
を
学
ん

で
い
ま
す
。

上
記
で
紹
介
し
た
病
院
以

外
に
も
多
数
の
関
連
病
院
が

あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
の
関

連
病
院
に
お
い
て
指
導
に
当

た
る
泌
尿
器
科
指
導
医
は
研

修
医
に
対
し
て
親
身
に
な
っ

て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
講
座
で
は
、
新
専
門
医
制

度
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
研

修
委
員
会
の
設
置
が
必
須
化

さ
れ
る
は
る
か
以
前
か
ら
、

大
学
病
院
の
教
員
と
関
連
病

院
の
指
導
医
が
定
期
的
に
集

ま
り
、
後
期
研
修
医
に
対
す

る
教
育
に
つ
い
て
検
討
・
議

論
す
る
会
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
議
の
場
で
は
、
専
門

医
取
得
に
必
要
な
手
術
件
数

の
実
績
の
確
認
を
個
々
の
後

期
研
修
医
ご
と
に
行
っ
た
り
、

後
期
研
修
医
に
対
す
る
教
育

で
改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

改
善
点
に
つ
い
て
は
柔
軟
に

対
応
し
、
後
期
研
修
医
に
と
っ

て
よ
り
よ
い
環
境
が
整
え
ら

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。

当
講
座
の
舛
森
教
授
を
は
じ

め
関
連
病
院
を
含
め
た
指
導

医
は
、
北
海
道
の
大
地
と
同

様
に
お
お
ら
か
で
す
。
当
講

座
に
興
味
を
持
た
れ
た
研
修

医
の
先
生
、
医
学
生
の
皆
さ

ん
に
は
大
学
、
関
連
病
院
に

ぜ
ひ
一
度
見
学
に
来
て
い
た

だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。
温
か

く
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ
で
す
が
平
成
二
十

九
年
三
月
十
八
日
か
ら
十
九

日
ま
で
当
講
座
でGI

D

（
性

同
一
性
障
害
）
学
会
第
十
九

回
研
究
大
会
・
総
会in

札
幌

を
主
催
し
ま
す
。
性
同
一
性

障
害
に
興
味
の
あ
る
研
修
医

の
先
生
、
医
学
生
が
い
ま
し

た
ら
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

当
講
座
教
室
員
一
同
歓
迎
い

た
し
ま
す
。
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教
室
紹
介

弘
前
大
学
泌
尿
器
科
学

講
座
は
昭
和
三
十
七
年

（
一
九
六
二
年
）
に
開
設

さ
れ
，
今
年
で
開
講
五
十

三
年
目
を
迎
え
ま
す
。
講

座
に
は
，
四
十
二
人
（
社

会
人
大
学
院
生
含
む
）
の

教
室
員
が
在
籍
し
て
お
り

ま
す
。
二
〇
〇
四
年
八
月

に
就
任
し
た
大
山
力
教
授

を
中
心
に
，
診
療
・
研
究
・

教
育
・
人
間
性
，
す
べ
て

に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
医

師
の
育
成
を
目
標
と
し
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
女
性

医
師
が
働
き
や
す
い
環
境

作
り
も
目
標
の
一
つ
と
し

取
り
組
み
，
現
在
ま
で
四

名
の
女
性
医
師
が
入
局
致

し
ま
し
た
．
ま
た
，
「
よ

く
学
び
，
よ
く
遊
べ
」
を

モ
ッ
ト
ー
に
診
療
・
研
究

ば
か
り
で
な
く
，
休
日
は

各
々
自
分
の
時
間
を
楽
し

め
る
よ
う
に
工
夫
を
し
て

お
り
ま
す
。

診
療

泌
尿
器
科
で
は
腎
・
尿

路
・
男
性
生
殖
器
及
び
副

腎
な
ど
の
後
腹
膜
臓
器
の

疾
患
を
扱
い
ま
す
。
そ
の

対
象
と
す
る
患
者
さ
ん
は

老
若
男
女
を
問
わ
ず
，
さ

ら
に
診
療
内
容
は
悪
性
，

良
性
腫
瘍
，
排
尿
障
害
，

神
経
疾
患
，
男
性
不
妊
症
，

勃
起
障
害
，
女
性
泌
尿
器

科
，
腎
移
植
，
尿
路
感
染

症
，
先
天
奇
形
，
内
分
泌

代
謝
疾
患
，
尿
路
結
石
症

な
ど
広
範
囲
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
疾
患

の
診
断
か
ら
治
療
，
経
過

観
察
ま
で
を
ト
ー
タ
ル
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
が
，

我
々
泌
尿
器
科
医
の
仕
事

で
す
。
近
年
，
前
立
腺
癌

が
急
増
し
て
お
り
，
様
々

な
治
療
方
法
が
存
在
し
ま

す
。
卒
後
年
数
や
技
量
に

合
わ
せ
て
段
階
的
に
小
手

術
や
経
尿
道
的
手
術
，
腹

腔
鏡
手
術
，
ロ
ボ
ッ
ト
支

援
手
術
を
経
験
し
て
い
き

ま
す
。
当
科
で
は
，
安
全
・

確
実
で
誰
で
も
で
き
る
前

立
腺
全
摘
術
の
確
立
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

二
〇
一
一
年
七
月
に
ダ
ヴ
ィ

ン
チ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
，

現
在
は
ダ
ヴ
ィ
ン
チS

、

S
i

の
二
台
が
稼
働
し
て
お

り
，
年
間
一
〇
〇
件
以
上

の
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
前
立
腺

全
摘
術
を
行
っ
て
い
ま
す
。

出
来
る
だ
け
若
い
う
ち
か

ら
手
術
を
す
る
機
会
を
持
っ

て
も
ら
う
た
め
，
専
門
医

を
取
得
し
た
後
は
，
積
極

的
に
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
手
術
を

行
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
ま

す
。
浸
潤
性
膀
胱
癌
に
対

し
，
膀
胱
全
摘
術
後
の
尿

路
変
更
と
し
て
，
以
前
よ

りU

字
回
腸
新
膀
胱
造
設

術
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
に
も

導
入
し
，
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

膀
胱
全
摘
術
後
及
びU

字

回
腸
新
膀
胱
造
設
術
を
す

べ
て
体
腔
内
で
行
い
，
良

好
な
成
績
を
治
め
て
い
ま

す
。ま

た
，
当
科
の
特
徴
と

し
て
，
病
理
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
と
診
療
科
の
垣
根
を

越
え
た
連
携
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
毎
週
行
わ
れ
る
病

理
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で
は
，

病
理
医
と
す
べ
て
の
手
術

症
例
の
レ
ビ
ュ
ー
を
行
い

ま
す
。
自
分
の
行
っ
た
症

例
の
レ
ビ
ュ
ー
を
す
る
こ

と
で
自
分
の
ス
キ
ル
が
上

が
り
，
患
者
さ
ん
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
可
能
と
な
り

ま
す
。
副
腎
腫
瘍
に
関
し

て
は
内
分
泌
内
科
と
，
腎

移
植
に
関
し
て
は
腎
臓
内

科
と
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
を
行
い
，
診
断
か
ら
手

術
，
術
後
管
理
ま
で
合
同

で
行
っ
て
い
ま
す
。
消
化

器
外
科
や
血
管
外
科
と
も

連
携
し
手
術
を
行
い
，
お

互
い
の
手
技
を
吸
収
し
合
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

経
験
は
，
必
ず
や
自
分
自

身
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
役

立
つ
は
ず
で
す
。

研
究

研
究
面
で
は
糖
鎖
の
研

究
を
行
っ
て
い
ま
す
。
細

胞
表
面
に
発
現
す
る
糖
鎖

は
，
発
癌
，
細
胞
の
増
殖
，

癌
の
転
移
・
浸
潤
，
発
生

と
分
化
，
感
染
，
受
精
，

免
疫
な
ど
様
々
な
生
命
現

象
に
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
多
彩
な
機
能
を
持
つ
糖

鎖
の
構
造
と
役
割
を
研
究

す
る
の
が
，
糖
鎖
生
物
学

で
す
。
癌
や
移
植
な
ど
泌

尿
器
科
学
と
広
い
研
究
分

野
を
共
有
し
て
い
ま
す
。

大
学
院
の
糖
鎖
研
究
を
さ

ら
に
深
め
た
い
な
ど
の
希

望
が
あ
れ
ば
，
国
内
外
へ

の
留
学
も
可
能
で
す
。

ま
た
，
学
会
活
動
で
は
国

内
の
み
な
ら
ず
，
米
国
泌

尿
器
科
学
会
や
欧
州
泌
尿

器
科
学
会
な
ど
海
外
学
会

に
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
研
修
医
に
は
，

必
ず
参
加
し
て
頂
き
ま
す
。

世
界
の
舞
台
を
身
を
も
っ

て
体
感
し
，
羽
ば
た
い
て

い
く
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
と

し
て
も
ら
い
ま
す
。
勿
論

観
光
も
楽
し
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

青
森
は
，
海
あ
り
山
あ

り
，
お
い
し
い
食
材
の
宝

庫
で
す
。
し
か
し
，
泌
尿

器
科
医
は
ま
だ
ま
だ
不
足

し
て
い
ま
す
。
泌
尿
器
科

は
非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー

に
富
ん
だ
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス

ト
に
な
れ
る
科
で
す
。
是

非
，
泌
尿
器
科
を
一
緒
に

や
り
ま
し
ょ
う
。
弘
前
大

学
の
泌
尿
器
科
に
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
見
学
に
い

ら
し
て
く
だ
さ
い
。
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医
局
の
ご
紹
介

秋
田
大
学
大
学
院
医
学
系
研

究
科

腎
泌
尿
器
科
学
講
座
は
、

県
内
外
に
多
く
の
関
連
病
院
を

有
し
て
お
り
、
平
成
二
十
八
年

現
在
で
常
勤
医
が
勤
務
し
て
い

る
病
院
数
は
十
八
で
す
。
秋
田

県
内
で
は
地
域
の
中
核
と
な
る

総
合
病
院
の
ほ
と
ん
ど
（
市
立

秋
田
総
合
病
院
、
秋
田
赤
十
字

病
院
、
由
利
組
合
総
合
病
院
、

大
曲
厚
生
医
療
セ
ン
タ
ー
、
平

鹿
総
合
病
院
、
秋
田
厚
生
医
療

セ
ン
タ
ー
、
中
通
病
院
な
ど
）

が
関
連
病
院
で
あ
り
、
県
外
で

は
青
森
県
（
十
和
田
市
立
中
央

病
院
）
、
岩
手
県
（
岩
手
県
立

胆
沢
病
院
、
盛
岡
友
愛
病
院
）
、

茨
城
県
（
国
立
水
戸
医
療
セ

ン
タ
ー
）
に
も
関
連
病
院
を
有

し
て
い
ま
す
。
橙
色
で
示
し
た

病
院
に
は
泌
尿
器
科
医
が
三
人

以
上
常
勤
で
勤
務
し
て
い
る
た

め
、
各
病
院
で
ほ
ぼ
す
べ
て
の

泌
尿
器
科
手
術
を
行
う
こ
と
が

出
来
ま
す
。

附
属
病
院
で
は

泌
尿
器
癌
治
療
（
手
術
、

抗
癌
剤
治
療
、
分
子
標
的
治
療

な
ど
）
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
・

腹
腔
鏡
手
術
な
ど
の
低
侵
襲
手

術
、
腎
移
植
を
三
本
柱
と
し
て

診
療
に
あ
た
っ
て
お
り
ま
す
が
、

泌
尿
器
科
一
般
診
療
は
勿
論
の

こ
と
、
市
立
秋
田
総
合
病
院
で

は
尿
路
結
石
治
療
や
女
性
泌
尿

器
科
、
秋
田
赤
十
字
病
院
で
は

小
児
泌
尿
器
科
、
中
通
病
院
で

は
透
析
療
法
、
と
い
っ
た
よ
う

に
各
病
院
に
得
意
分
野

が
あ

り
、
関
連
病
院
を
廻
る
こ
と
で

泌
尿
器
科
全
体
を
幅
広
く
カ
バ
ー

す
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
な
り

ま
す
。
秋
田
大
学
医
学
部
附
属

病
院
以
外
に
も
岩
手
県
立
胆
沢

病
院
、
国
立
水
戸
医
療
セ
ン
タ
ー

で
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
トD

a
Vi
n

c
i

が
導
入
さ
れ
て
お
り
、
岩
手

県
立
胆
沢
病
院
で
は
生
体
腎
移

植
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
関
連
施
設
と
し
て
京
都
大

学
医
学
部
附
属
病
院
、
天
理
よ

ろ
ず
相
談
所
病
院
、
大
阪
赤
十

字
病
院
な
ど
の
病
院
と
も
連
携

し
て
お
り
研
修
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
当

医
局
で
は
各
々
が

関
連
病
院
や
関
連

施
設
で
習
得
し
た

技
術
、
知
識
を
別

の
赴
任
先
で
他
の

医
師
に
た
め
ら
わ

ず
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
で
き
る
文
化
と

伝
統
が
あ
り
、
そ

の
こ
と
が
当
医
局

全
体
の
医
療
レ
ベ

ル
向
上
に
繋
が
っ

て
い
る
も
の
と
確

信
し
て
お
り
ま
す
。

関
連
病
院
が
協
力

的
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
も
深
い
こ
と
か

ら
共
同
研
究
も
盛

ん
に
行
う
こ
と
が

出
来
、
同
一
プ
ロ
ト
コ
ー
ル
で

症
例
数
を
集
積
す
る
こ
と
が
出

来
て
お
り
ま
す
。

女
性
泌
尿
器
科
医

ま
た
、
秋
田
大
学
大
学
院
医

学
系
研
究
科

腎
泌
尿
器
科
学

講
座
に
は
、
関
連
病
院
含
め
現

在
五
人
の
女
性
泌
尿
器
科
医
が

在
籍
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成

二
十
九
年
度
、
平
成
三
〇
年
度

に
さ
ら
に
一
名
ず
つ
女
性
医
師

が
入
局
予
定
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
女
性
泌
尿
器
科
医
の
キ
ャ
リ

ア
パ
ス
が
円
滑
と
な
る
よ
う
に

配
慮
し
て
お
り
、
ま
た
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
、
希
望
に

応
じ
た
研
修
、
勤
務
形
態
を
可

能
に
し
て
お
り
ま
す
。
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女
性
な
の
に
ど
う
し
て
泌
尿
器

科
？
と
よ
く
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
私
が
泌
尿
器
科

を
選
ん
だ
理
由
や
女
性
泌
尿
器
科

の
魅
力
に
つ
い
て
ご
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

入
局
の
き
っ
か
け

ち
ょ
う
ど
研
修
医
一
年
目
を
終

え
た
頃
に
、
今
ま
で
で
一
番
や
り

が
い
を
感
じ
た
の
は
ど
ん
な
時
だ

ろ
う
と
思
い
返
し
て
み
た
と
こ
ろ
、

真
っ
先
に
思
い
つ
い
た
の
は
、
手

術
が
終
わ
っ
た
と
き
「
自
分
の
こ

の
手
が
こ
の
患
者
さ
ん
の
病
気
を

治
す
一
助
に
な
れ
た
ん
だ
な
ぁ
」

と
実
感
で
き
た
瞬
間
で
し
た
。
大

変
な
こ
と
は
多
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、

こ
の
手
で
病
気
と
闘
っ
て
い
け
る

外
科
系
で
頑
張
っ
て
み
た
い
と
い

う
思
い
が
強
く
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
患
者
さ
ん
の
話
を
聞
い
た
り
、

検
査
を
組
み
立
て
た
り
、
診
断
で

悩
ん
だ
り
と
い
っ
た
内
科
的
な
診

療
も
や
り
た
い
思
い
も
あ
っ
た
た

め
、
な
か
な
か
専
門
が
決
ま
ら
ず

に
い
た
の
で
す
が
、
二
年
目
の
四

月
に
泌
尿
器
科
を
回
り
、
内
科
も

外
科
も
で
き
、
そ
れ
で
い
て
全
身

的
な
管
理
も
で
き
る
な
ん
て
他
に

こ
ん
な
魅
力
的
な
科
は
な
い
！
と

思
い
泌
尿
器
科
医
の
道
を
決
心
し

ま
し
た
。

女
性
医
師
と
し
て
の

キ
ャ
リ
ア
パ
ス

そ
ん
な
壮
大
な
夢
に
向
か
っ
て

走
り
始
め
た
矢
先
、
研
修
医
二
年

目
で
結
婚
・
出
産
を
し
た
私
は
、

そ
れ
ま
で
漠
然
と
し
か
考
え
て
い

な
か
っ
た
家
庭
と
仕
事
の
両
立
と

い
う
壁
に
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。

医
師
の
仕
事
が
二
十
四
時
間
体
制

で
あ
る
の
に
加
え
、
育
児
も
年
中

無
休
で
自
分
に
し
か
で
き
な
い
大

切
な
役
割
。
し
か
し
負
け
ず
嫌
い

な
女
医
の
特
性
も
あ
り
、
絶
対
に

ど
ち
ら
も
妥
協
し
た
く
な
い
と
い

う
の
が
本
音
で
し
た
。
と
て
も
悩

み
ま
し
た
が
、
医
局
の
先
生
方
が

親
身
に
私
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の

相
談
に
応
じ
て
く
だ
さ
り
、
子
供

を
実
家
に
預
け
な
が
ら
な
ん
と
か

産
後
二
か
月
半
で
復
帰
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
仕
事
と
育
児
の

両
立
に
は
周
囲
の
理
解
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
点
で
も
医
局
の
理
解

が
得
ら
れ
た
と
い
う
の
は
大
変
恵

ま
れ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
の
で

今
後
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

女
性
泌
尿
器
科
の
魅
力
、

中
核
病
院
で
の
や
り
が
い

あ
る
日
の
外
来
で
、
女
性
の
患

者
さ
ん
が
恐
る
恐
る
私
に
相
談
に

来
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
尿
失
禁
で
悩
む
あ
ま
り
に

引
き
こ
も
り
が
ち
で
不
眠
症
に
も

な
っ
て
し
ま
い
、
精
神
科
に
行
く

か
泌
尿
器
科
に
行
く
か
迷
っ
た
結

果
、
女
性
の
医
師
に
な
ら
相
談
で

き
る
と
思
っ
て
受
診
し
た
そ
う
で

す
。
診
察
後
、
骨
盤
底
筋
体
操
の

指
導
と
薬
を
処
方
し
た
の
で
す
が
、

一
か
月
後
に
は
尿
失
禁
も
良
く
な

り
、
夜
も
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
精
神
科
の
予
約
は
キ
ャ
ン
セ

ル
し
ま
し
た
！
と
、
見
違
え
る
ほ

ど
明
る
い
表
情
に
変
わ
っ
て
来
ら

れ
ま
し
た
。
決
し
て
特
別
な
難
し

い
治
療
を
し
た
わ
け
で
は
な
い
の

で
す
が
、
私
が
女
性
泌
尿
器
科
医

だ
っ
た
か
ら
こ
の
方
は
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
が
で
き
、
治
療
に
つ

な
が
っ
た
の
か
と
思
う
と
、
こ
れ

ほ
ど
嬉
し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

女
性
が
少
な
い
診
療
科
で
は
あ
り

ま
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
自
分
を
必

要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
も
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

私
が
勤
務
し
て
い
る
岩
手
県
立

中
部
病
院
は
展
勝
地
の
桜
で
有
名

な
北
上
市
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

C
o
m
m
o
n

d
i
s
e
a
s
e

か
ら
癌
診

療
ま
で
幅
広
く
経
験
で
き
、
ま
た

地
域
の
患
者
さ
ん
と
の
距
離
が
近

い
こ
と
が
魅
力
で
す
。
患
者
さ
ん

が
親
し
み
を
持
っ
て
相
談
し
て
く

れ
る
の
で
、
私
も
精
一
杯
そ
の
気

持
ち
に
応
え
た
い
と
い
う
思
い
が

自
然
に
あ
ふ
れ
、
そ
れ
が
今
の
私

の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。
進

路
に
迷
っ
て
い
る
皆
さ
ん
、
泌
尿

器
科
は
、
男
性
医
師
は
も
ち
ろ
ん
、

女
性
医
師
に
と
っ
て
も
働
き
や
す

く
、
か
つ
必
要
と
さ
れ
て
い
る
診

療
科
で
す
。
や
り
が
い
を
感
じ
な

が
ら
楽
し
く
仕
事
も
育
児
も
で
き

る
泌
尿
器
科
で
是
非
一
緒
に
働
き

ま
し
ょ
う
。

岩
手
医
科
大
学
泌
尿
器
科
学
講
座

神
﨑

成
子
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教
室
概
要

泌
尿
生
殖
器
悪
性
腫
瘍
、
副

腎
腫
瘍
、
尿
路
結
石
症
、
前
立

腺
肥
大
症
、
尿
路
感
染
症
、
排

尿
障
害
、
性
機
能
障
害
、
不
妊

な
ど
幅
広
い
疾
患
を
扱
っ
て
い

ま
す
。
東
北
大
学
病
院
で
は
、

前
立
腺
癌
を
筆
頭
に
男
性
癌
の

二
〇
％
が
泌
尿
器
癌
と
な
っ
て

お
り
、
今
や
泌
尿
器
科
は
癌
診

療
で
最
も
メ
ジ
ャ
ー
な
診
療
科

で
す
。
泌
尿
器
科
手
術
の
大
き

な
特
徴
はQ

O
L

を
重
視
し
た
低

侵
襲
治
療
で
す
。
当
科
の
手
術

の
九
〇
％
以
上
が
ロ
ボ
ッ
ト
、

腹
腔
鏡
、
尿
路
内
視
鏡
手
術
な

ど
の
低
侵
襲
手
術
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
口
の
高
齢
化
に
伴
い
、

泌
尿
器
癌
だ
け
で
な
く
排
尿
障

害
、
尿
路
感
染
症
な
ど
泌
尿
器

疾
患
は
増
加
の
一
途
で
あ
り
、

泌
尿
科
医
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
応
え
る
高

度
な
診
療
能
力
を
有
す
る
泌
尿

器
科
医
の
育
成
を
お
こ
な
っ
て

い
ま
す
。
関
連
施
設
が
密
に
連

携
し
て
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
整

備
し
、
豊
か
な
人
間
性
を
涵
養

し
つ
つ
優
れ
た
泌
尿
器
科
専
門

医
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
専
門
医
取

得
後
も
広
範
な
泌
尿
器
科
領
域

を
カ
バ
ー
す
る
生
涯
教
育
の
充

実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

（
荒
井
陽
一)

診
療

泌
尿
器
癌
手
術
で
は
、
従
来

の
開
放
手
術
か
ら
、
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
・
腹
腔
鏡
手
術
が
大

部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
と
く
に
ロ
ボ
ッ
ト

支
援
手
術
は
、
前
立
腺
癌
と
腎

癌
へ
の
保
険
適
応
か
ら
、
急
速

に
拡
大
し
て
お
り
、
当
講
座
で

最
も
多
い
手
術
法
に
な
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。
当
講
座
で
は
癌
治

療
を
根
本
と
し
、
機
能
温
存
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
治
療

し
て
お
り
ま
す
。

外
来
診
療
に
お
い
て
は
、
排

尿
障
害
外
来
と
不
妊
外
来
の
専

門
外
来
を
開
設
し
、
さ
ら
な
る

専
門
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

当
講
座
の
排
尿
障
害
外
来
の
特

徴
は
、
多
く
の
二
分
脊
椎
患
者

さ
ん
を
長
期
に
診
療
し
て
い
る

点
に
あ
り
ま
す
。
先
天
性
の
疾

患
に
伴
う
排
尿
障
害
は
排
尿
管

理
が
患
者
さ
ん
の
予
後
を
決
め

る
場
合
も
多
く
、
患
者
さ
ん
と

一
生
を
共
に
す
る
気
持
ち
で
日
々

の
診
療
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

（
川
守
田
直
樹)

研
究
の
紹
介

①
臨
床
研
究

医
師
に
な
り
最
初
は
学
ぶ
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
少
し
余
裕

が
出
て
く
る
と
い
ろ
い
ろ
な
疑

問
が
湧
い
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
日
常
臨
床
の
疑
問

を
解
決
す
る
手
段
と
し
て
あ
る

の
が
臨
床
研
究
で
す
。
泌
尿
器

科
で
は
ま
だ
解
決
さ
れ
て
い
な

い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
様
々

な
臨
床
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
当
科
で
は
特
に
若
い
先
生

方
の
探
究
心
を
大
事
に
し
て
、

国
内
の
学
会
だ
け
で
な
く
海
外

の
学
会
に
も
積
極
的
に
参
加
し

研
究
成
果
を
発
表
で
き
る
よ
う

に
支
援
し
て
い
ま
す
。
ま
た
宮

城
県
、
東
北
地
方
、
さ
ら
に
は

全
国
組
織
の
様
々
な
研
究
を
主

導
し
て
お
り
、
身
近
な
臨
床
研

究
か
ら
得
ら
れ
た
成
果
を
発
展

さ
せ
、
将
来
的
に
は
教
科
書
を

変
え
る
よ
う
な
研
究
を
行
う
こ

と
も
可
能
で
す
。
（
三
塚
浩
二)

②
基
礎
研
究

当
医
局
で
は
、
大
学
院
生
を

主
体
に
基
礎
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
約
三
〇
年
の
歴
史
が
あ

る
腎
癌
糖
鎖
抗
原
の
研
究
や
、

教
室
開
設
以
来
行
わ
れ
て
い
る

排
尿
研
究
、
中
で
も

『
く
し
ゃ

み
ラ
ッ
ト
モ
デ
ル
』

を
用
い

た
腹
圧
性
尿
失
禁
に
対
す
る
メ

カ
ニ
ズ
ム
解
明
な
ど
の
分
野
で

成
果
を
挙
げ
て
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
最
近
で
は
、
産
学
連
携
体

制
に
よ
る
新
規
手
術
用
治
療
器

の
開
発
や
、
内
分
泌
環
境
と
排

尿
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
関
連
性
の
研

究
、
非
翻
訳R

N
A

の
腎
癌
に
お

け
る
役
割
の
研
究
、
新
規
バ
イ

オ
マ
ー
カ
ー
の
探
索
な
ど
、
現

代
・
次
世
代
を
見
据
え
た
幅
広

い
分
野
で
の
研
究
を
行
っ
て
い

ま
す
。
指
導
医
が
一
貫
し
て
指

導
し
ま
す
の
で
、
動
物
モ
デ
ル

の
作
成
、
分
子
生
物
学
的
検
査

な
ど
の
実
際
の
手
技
、
研
究
発

表
や
論
文
作
成
に
関
し
て
も
、

充
実
し
た
教
育
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
神
山
佳
展)

新
人
の
声

私
は
、
東
北
大
学
泌
尿
器
科

医
局
の
新
人
で
す
が
、
現
在
は

後
期
研
修
医
と
し
て
忙
し
く
も

充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
東
北
大
学
泌
尿
器
科
の

魅
力
と
し
て
、
先
輩
方
の
熱
い

ご
指
導
と
、
他
科
と
密
接
に
連

携
し
た
カ
ン
フ
ァ
ラ
ン
ス
が
あ

り
ま
す
。
日
々
厳
し
い
な
が
ら

も
臨
床
能
力
を
磨
い
て
い
け
ま

す
。
ま
た
新
人
が
参
加
す
る
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
五
月
に
ア
メ
リ

カ
泌
尿
器
科
学
会
、
九
月
に
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
、
十
月
に
医
局
旅

行
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
写
真
は

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
の
も
の
で
、

泌
尿
器
科
の
諸
先
輩
方
が
多
数

参
加
さ
れ
ま
す
。
私
も
含
め
若

手
も
多
く
臨
床
以
外
も
楽
し
め

る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
充
実

し
た
生
活
を
お
く
れ
る
と
思
い

ま
す
。

（
祢
津
晋
久)

以
上
、
本N

ew
s
l
e
t
t
e
r

で

は
、
東
北
大
学
医
学
部
泌
尿
器

科
で
の
診
療
、
臨
床
研
究
、
基

礎
研
究
お
よ
び
本
年
度
入
局
し

た
新
人
医
師
の
声
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。
紙
面
の
関
係
で

当
泌
尿
器
科
の
全
て
を
書
き
尽

く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
泌
尿
器
科
に
少
し
で
も

関
心
を
お
持
ち
で
し
た
ら
、
い

つ
で
も
当
教
室
に
遊
び
に
来
て

下
さ
い
。
実
際
に
、
我
々
の
泌

尿
器
科
に
触
れ
る
こ
と
で
、
更

な
る
魅
力
を
肌
で
感
じ
取
れ
る

こ
と
と
思
い
ま
す
。
自
由
闊
達

に
活
躍
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
持

つ
皆
さ
ん
が
、
当
教
室
に
集
い
、

泌
尿
器
科
医
を
目
指
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

（
伊
藤
明
宏)
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は
じ
め
に

山
形
大
学
医
学
部
腎
泌
尿
器

外
科
学
講
座
は
、
県
内
外
の
基

幹
病
院
（
現
在
は
十
一
関
連
施

設
）
へ
泌
尿
器
科
を
供
給
す
る

県
内
唯
一
の
大
学
医
局
で
す
。

第
四
代
目
教
授
と
し
て
土
谷
順

彦
が
平
成
二
十
七
年
十
一
月
一

日
に
就
任
し
、
新
た
な
教
室
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
関
連
施

設
ま
で
含
め
全
体
と
し
て
現
在

四
十
名
弱
の
教
室
員
に
よ
リ
構

成
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

当
講
座
の
専
門
は
尿
路
性

器
腫
瘍
、
腎
移
植
、
排
尿
障
害
・

女
性
泌
尿
器
疾
患
で
す
。
臨
床

面
で
は
特
に
腹
腔
鏡
手
術
技
術

習
得
を
重
視
し
て
研
鑽
を
積
ん

で
お
り
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
支
援

手
術
シ
ス
テ
ムd

aV
i
nc
i

に

よ
る
前
立
腺
全
摘
術
に
加
え
て
、

平
成
二
十
八
年
度
か
ら
新
た
に

保
険
収
載
さ
れ
た
腎
部
分
切
除

術
も
す
で
に
十
例
に
達
し
施
設

基
準
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
（
平

成
二
十
八
年
十
一
月
現
在
）
。

ま
た
、
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
や

従
来
の
腹
腔
鏡
手
術
に
加
え
、

単
孔
式
腹
腔
鏡
手
術
も
開
始
す

べ
く
準
備
中
で
す
。
腎
移
植
も

献
腎
、
生
体
腎
移
植
を
合
わ
せ

て
年
間
十
件
以
上
を
維
持
し
て

い
ま
す
。

手
術
の
技
術
革
新
は
目
覚
ま
し

い
で
す
が
、
開
放
手
術
や
経
尿

道
的
手
術
も
泌
尿
器
科
を
実
践

す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

初
歩
・
基
礎
的
な
泌
尿
器
科
臨

床
技
術
の
習
得

か
ら
高
度
な
技
術
習
得
に
至
る

ま
で
、
教
室
員
が
責
任
を
も
っ

て
指
導
い
た
し
ま
す
。
興
味
あ

る
方
は
、
ぜ
ひ
見
学
だ
け
で
も

気
軽
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

講
座
ス
タ
ッ
フ
紹
介

ま
ず
紹
介
す
る
の
は
当
科
の

看
板
で
あ
る
泌
尿
器
腫
瘍
チ
ー

ム
で
す
。
加
藤
智
幸
講
師
を

筆
頭
に
川
添
久
助
教
、

柴
崎

智
宏
助
教
、
内
藤
整
助
教
、
櫻

井
俊
彦
助
教
を
中
心
に
診
療
と

研
究
に
日
夜
励
ん
で
お
り
ま
す
。

土
谷
教
授
就
任
以
降
、
腹
腔
鏡

手
術
技
術
認
定
医
が
三
名
増
え

て
計
五
名
に
、d

aV
in
c
i
S

支
援
手
術
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
修

了
者
が
二
名
増
え
て
計

七
名
と
な
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
認
定
医
を
増
や

す
べ
く
、
特
に
若
手
の

医
師
に
対
し
て
集
中
的
に
手
術

指
導
を
行
っ
て
お
り
、
目
覚
ま

し
い
技
術
の
向
上
が
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
研
究
面
で
は
、
骨
髄

由
来
抑
制
性
細
胞
や
特
殊
な
好

中
球
遊
走
蛋
白
に
つ
い
て
腎
癌

等
を
テ
ー
マ
に
免
疫
学
教
室
と

の
共
同
研
究
が
現
在
進
行
中
で

す
（
加
藤
、
黒
田
悠
太
）
。

ま
た
米
国
留
学
を
終
え
て
帰

国
し
た
内
藤
は
、
現
在
腎
癌
再

発
や
治
療
反
応
性
を
予
測
す
る

バ
イ
オ
マ
ー
カ
ー
検
索
に
集
中

し
研
究
継
続
す
る
傍
ら
、
八
木

真
由
、
菅
野
秀
典
の
指
導
も
担

当
し
て
い
ま
す
。
内
藤
と
と
も

に
研
究
業
績
を
支
え
る
の
が
技

術
員
の
伊
藤
裕
美
さ
ん
で
す
。

講
座
ラ
ボ
を
切
り
盛
り
し
研
究

補
助
を
し
つ
つ
、
自
ら
も
研
究

者
と
し
て
実
験
し
学
会
や
論
文

発
表
、
さ
ら
に
は
医
学
生
や
院

生
教
育
も
務
め
ま
す
。
基
礎
研

究
以
外
に
、
転
移
性
腎
癌
に
対

す
る
数
多
く
の
臨
床
研
究
・
治

験
を
手
掛
け
て
き
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
腎
癌
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
委
員
に
当
講
座
か
ら

の
二
名
（
加
藤
、
内
藤
）
が
活

躍
し
て
お
り
ま
す
。

も
う
一
つ
の
看
板
で
あ
る
腎

移
植
は
、
西
田
隼
人
助
教
と
山

岸
敦
史
を
中
心
と
す
る
腎
移
植

チ
ー
ム
が
山
形
県
腎
移
植
医
療

を
支
え
て
い
ま
す
。
定
期
的
な

生
体
間
腎
移
植
以
外
に
腎
移
植

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
急
な
献

腎
移
植
ド
ナ
ー
情
報
を
二
十
四

時
間
体
制
で
受
け
付
け
、
県
内

の
病
院
に
い
つ
何
時
で
も
駆
け

つ
け
、
献
腎
摘
出
部
隊
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。
平
成
二
十

八
年
に
は
六
年
ぶ
り
に
心
停
止

下
移
植
と
脳
死
移
植
を
一
件
ず

つ
行
い
ま
し
た
。

当
講
座
は
い
わ
ゆ
る
「
マ

イ
ナ
ー
診
療
科
」
の
一
つ
で
、

内
科
や
外
科
に
比
較
す
る
と
小

さ
い
医
局
で
す
。
し
か
し
、
幸

い
に
も
毎
年
後
期
研
修
医
が
入

局
し
、
関
連
病
院
を
含
め
現
在

七
名
お
り
ま
す
。
時
に
指
導
が

厳
し
く
も
な
り
ま
す
が
、
同
時

に
「
医
局
」
の
和
の
大
切
な
一

員
と
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

医
局
事
務
を
担
当
す
る
秘
書
さ

ん
パ
ワ
ー
も
医
局
運
営
に
は
不

可
欠
で
、
日
常
の
些
細
な
こ
と

か
ら
講
義
資
料
作
成
と
準
備
、

時
に
重
労
働
と
も
い
え
る
学
会

準
備
ま
で
こ
な
し
ま
す
。
ど
ん

な
実
績
や
素
晴
ら
し
い
成
果
も

一
人
で
は
成
し
得
え
ま
せ
ん
。

泌
尿
器
科
に
興
味
の
あ
る
医
学

生
や
研
修
医
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

我
々
と
一
緒
に
泌
尿
器
科
を
や

り
ま
し
ょ
う
。
連
絡
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

（
文
責

医
局
長
、
一
柳
統
）
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後
期
研
修
医
と
し
て
働
く

太
田
西
ノ
内
病
院
の
魅
力

医
師
四
年
目

泌
尿
器
科
専
攻
二
年
目

星

誠
二

は
じ
め
に

私
は
平
成
二
十
四
年
度
に

福
島
県
立
医
大
を
卒
業
し
、

福
島
県
内
の
市
中
病
院
で

の
初
期
研
修
を
経
た
後
、
平

成
二
十
六
年
度
に
福
島
医
大
に

入
局
し
、
後
期
研
修
医
二
年
目

と
し
て
平
成
二
十
八
年
四
月
か

ら
太
田
西
ノ
内
病
院
で
勤
務
を

し
て
い
ま
す
。
病
院
紹
介
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
医
学
生
、
研

修
医
の
先
生
方
が
気
に
な
る
こ

と
は
（
自
分
も
そ
う
で
し
た
が
）
、

自
分
が
ど
の
く
ら
い
の
症
例
を

診
る
か
、
臨
床
、
手
技
、
手
術

な
ど
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
教

育
が
受
け
ら
れ
る
か
と
い
う
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
病
棟
診
療
、

手
術
、
外
来
診
療
、
救
急
の
四

項
目
に
つ
い
て
、
後
期
研
修
医

の
視
点
か
ら
当
院
の
魅
力
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。

①
病
棟
診
療

太
田
西
ノ
内
病
院
は
、
福
島

県
郡
山
市
に
あ
る

一
〇
八
九
床
の
大
き
な
総
合
病

院
で
す
。
泌
尿
器
科
医
は
私
を

含
め
四
名(

指
導
医
三
名
、
専

攻
医
一
名)

が
在
籍
し
て
お
り
、

平
均
三
十
～
四
十
名
の
入
院
患

者
を
診
療
し
て
い
ま
す
。
手
術
、

化
学
療
法
、
感
染
症
、
緩
和
医

療
な
ど
様
々
な
患
者
が
入
院
し

て
お
り
学
ぶ
こ
と
は
多
い
で
す

が
、
一
チ
ー
ム
で
診
療
し
て

い
る
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
す
ぐ
に
相
談
で
き
る
環
境

で
す
。

②
手
術

年
間
四
百
件
程
度
の
手
術
が

あ
り
、
指
導
医
の
先
生
方
の
も

と
経
尿
道
的
手
術
（T

U
R
-B
T

、

T
U
R
-
P

、T
U
E
B

、T
U
L

）
、

高
位
精
巣
摘
除
術
、
腹
腔
鏡
下

腎(

尿
管
全)

摘
術
、
前
立
腺
全

摘
術
、
膀
胱
全
摘
術
な
ど
の
手

術
を
執
刀
医
と
し
て
経
験
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

救
急
症
例
も
多
く
精
索
捻
転
や

外
傷
後
の
腎
摘
術
な
ど
の
症
例

も
経
験
で
き
ま
す
。

③
外
来
診
療

初
期
研
修
医
時
代
は
か
か
わ

る
機
会
が
少
な
い
で
す
が
、
外

来
診
療
も
重
要
で
す
。

当
院
に
は
日
平
均
百
名
程
度
の

患
者
が
来
院
し
ま
す
。
私
自
身

は
週
二
日
外
来
を
担
当
し
て
お

り
、
日
に
二
十
五
～
四
十
五
人

程
度
の
患
者
を
診
察
し
ま
す
。

排
尿
障
害
や
尿
路
感
染
、
尿
路

結
石
、
癌
患
者
が
主
で
す
が
、

小
児
、
女
性
泌
尿
器
、
性
感
染

症
な
ど
の
患
者
も
受
診
し
、
多

く
の
症
例
に
つ
い
て
初
診
か
ら

診
断
、
治
療
そ
の
後
の
経
過
ま

で
す
べ
て
自
身
で
診
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

④
救
急

当
院
は
市
内
で
唯
一
の
三
次

救
急
病
院
で
す
。
泌
尿
器
科
と

い
う
と
緊
急
疾
患
の
イ
メ
ー
ジ

は
少
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

尿
管
結
石
や
包
茎
嵌
頓
、
急
性

陰
嚢
症
と
い
っ
た
症
例
か
ら
尿

道
損
傷
、
膀
胱
損
傷
、
腎
損
傷

な
ど
の
外
傷
性
疾
患
に
加
え
腎

梗
塞
、
ウ
ロ
セ
プ
シ
ス
な
ど
緊

急
を
要
す
る
症
例
も
多
く
、
泌

尿
器
科
と
し
て
治
療
方
針
を
決

定
し
た
り
、
他
科
の
先
生
と
連

携
を
と
っ
た
り
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
珍
し
い
症
例
を
経
験
し

た
場
合
は
学
会
発
表
を
行
っ
て

い
ま
す
し
、
週
に
一
日
は
研
究

日
を
い
た
だ
い
て
大
学
で
実
験

の
手
法
や
考
え
方
を
勉
強
す
る

機
会
を
も
う
け
て
お
り
、
学
術

的
に
も
成
長
で
き
る
機
会
が
あ

り
ま
す
。

お
わ
り
に

当
院
は
泌
尿
器
科
医
と
し
て

の
基
礎
を
築
く
う
え
で
魅
力
の

多
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。

泌
尿
器
科
に
興
味
が
あ
る
医
学

生
、
研
修
医
の
先
生
が
い
れ
ば

ぜ
ひ
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。
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